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１．はじめに

　医療資源の適正配分を行うには、地域住民の医療需要と医療資源との関係について検討する必要がある。医療資源については、公表された行政資料により、ある程度は把握可能である。一方、地域住民の医療需要については、住民の受療行動を含む生活行動の実態を把握することなく、行政区域ごとの受療率のような統計指標を用いて、単純に議論することは好ましくない。大規模な受療行動調査はこれまでもいくつか行われているが、それらは市町村単位の分析にとどまり、被調査者の細かな属性や、より狭い範囲の様々な生活行動について調査されていないことから、既存の調査資料だけで、医療資源の適正配分に関して議論することは難しい。

そこで本研究では、これからの日本の高齢社会を反映すると考えられる一つの地域を事例として調査を行い、多様な属性の住民の受療行動について、連続する生活行動（購買、通勤、通学など）の中で把握することにより、医療需要と医療資源との関係を明らかにすることを目的とする。

２．調査対象地域と調査方法

調査対象地域は、多様な属性の住民に調査できるよう、山村・農山村および中心都市を有する秩父地域（1市5町3村，2004年市町村合併前）としている。まず、秩父地域全域の住民の生活行動の概要を把握するために、荒川上流域に立地する18の流域をあらかじめ選定し、2005年10月～2006年12月に各世帯へ個別訪問を行い、聞き取り調査を実施している。調査世帯数は62である。
次に、住民の受療行動をより詳細に把握するため、2006年10月に、旧秩父市を除く秩父地域の中格的医療施設（一般病院3施設、無床診療所7施設）に対し、「往診の範囲」と「患者送迎バスの運行経路」に関する調査を実施している。

３．調査結果の概要

住民への聞き取り調査から得た外来・入院にともなう受療行動の概要と、医療施設への聞き取り調査結果の概要は、研究会当日、図を使用して発表する。

４．まとめ

今回の調査により、秩父地域における多様な属性の住民の受療行動の実態を、連続する生活行動の中でほぼ明らかにしている。今後、本調査結果をもとに、医療需要と医療資源との関係を考慮しながら、医療資源の適正配分に関する提案を行っていきたい。
（本発表は、日本地理学会2007年春季学術大会（2007年3月、東洋大学）に於いて発表した内容の一部である。）
